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ジオを知って、まちを知ろう！　　　２～７
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　２月26日㈭にジオパーク教室が長泉小学校で開催され、児童たちは稲荷神社の石と
カルメ焼きの似ている部分を観察したり、火山の噴火を再現する実験などを行いなが
ら、町の大地の成り立ちについて学びました。（詳細は19ページ）

大地の成り立ちを学ぼう～ジオパーク教室開催～
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大
地
の
不
思
議
に
注
目
し
て
、
新
た
な
発
見
を

ジ
オ
を
知
っ
て
、

ま
ち
を
知
ろ
う
！

　
私
た
ち
の
足
元
に
あ
る
「
大
地
」
を
学
び
、
遊
び
、
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
る
自
然
公
園
、
ジ
オ
パ
ー
ク
。
長
泉
町
に
も
ジ
オ
パ
ー
ク
の
見

ど
こ
ろ
、
ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
町
の
大
地
の
成
り
立
ち
を
学
び
、
楽
し
む
こ
と
で
、
も
っ
と
長
泉
が

好
き
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
何
か
、

そ
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

鮎壺の滝

つるべ落としの滝

割狐塚稲荷神社
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大
地
の
不
思
議
に
注
目
し
て
、
新
た
な
発
見
を

ジ
オ
パ
ー
ク
っ
て
な
に
？

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は

　
ジ
オ
と
は
、ギ
リ
シ
ャ
語
で「
地
球
」

や
「
大
地
」
を
意
味
す
る
言
葉
で
す
。

美
し
い
自
然
景
観
や
地
層
な
ど
か
ら
、

そ
の
大
地
の
成
り
立
ち
や
人
と
の
関
わ

り
を
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
自
然

公
園
、
そ
れ
が「
ジ
オ
パ
ー
ク
」で
す
。

足
元
の
大
地
に
誇
り
を

　
住
ん
で
い
る
人
が
誇
り
を
持
て
る

よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
は
始

ま
り
ま
し
た
。
ジ
オ
パ
ー
ク
の
理
念

は
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
つ
く

る
こ
と
。
自
分
た
ち
の
地
域
の
魅
力

を
発
見
し
、そ
の
感
動
を
他
に
伝
え
、

地
域
の
資
源
を
大
切
に
守
っ
て
い
く

―
―
こ
の「
知
る
」「
伝
え
る
」「
守
る
」

の
循
環
が
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
で
す
。

吉川 馨さん
伊豆半島ジオパーク
推進協議会事務局
事務局長補佐。
長泉町出身。

伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク

　
「
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
」
は
平
成

24
年
９
月
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

さ
れ
た
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。

　
伊
豆
半
島
は
、
か
つ
て
南
洋
に
あ
っ

た
火
山
島
や
海
底
火
山
の
集
ま
り
で
、

本
州
で
唯
一
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー

ト
の
上
に
の
っ
て
い
る
大
地
で
す
。
現

在
で
も
火
山
活
動
が
続
い
て
お
り
、
豊

か
な
温
泉
や
日
本
一
深
い
駿
河
湾
、
変

化
に
富
ん
だ
地
形
を
も
つ
魅
力
的
な
半

島
で
す
。

町
も
ジ
オ
パ
ー
ク
の
一
員
に
！

　
長
泉
町
も
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の

仲
間
で
あ
る
こ
と
を
、
知
っ
て
い
ま
す

か
。
平
成
24
年
当
初
は
伊
豆
半
島
の
13

市
町
で
構
成
さ
れ
て
い
た
伊
豆
半
島
ジ

オ
パ
ー
ク
で
す
が
、
平
成
25
年
12
月
、

長
泉
町
内
の
鮎
壺
の
滝
、
清
水
町
の
柿

田
川
な
ど
が
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の

ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
長
泉
町
は
伊
豆
半
島
の
付
け
根
に
位

置
し
、
火
山
活
動
な
ど
の
結
果
つ
く
ら

れ
た
特
徴
的
な
地
形
が
多
く
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
何
気
な
く
通
り
過
ぎ
て
い
た
場

所
も
、
そ
の
成
り
立
ち
や
歴
史
に
注
目

し
て
み
る
と
、魅
力
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
仲
間
入
り
を
き
っ

か
け
に
、
町
の
大
地
の
不
思
議
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

（北米プレート）
（ユーラシアプレート）

「
人
の
活
動
」
に
着
目

　
平
成
26
年
12
月
、
伊
豆
半
島
ジ
オ

パ
ー
ク
は
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
加

盟
申
請
を
行
い
ま
し
た
。
９
月
に
鳥

取
市
で
開
催
さ
れ
る
第
４
回
ア
ジ
ア

太
平
洋
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

大
会
で
、
世
界
認
定
の
結
果
が
発
表

さ
れ
ま
す
。
世
界
へ
伊
豆
半
島
の
魅

力
を
発
信
す
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に

向
け
て
、
今
年
は
さ
ら
に
ジ
オ
パ
ー

ク
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
そ
こ
で
重
要
な
の
が
、
皆
さ
ん
を

含
め
た
地
域
の
方
た
ち
の
活
動
で
す
。

地
域
の
資
源
を
ど
の
よ
う
に
活
用
・

保
全
し
て
い
る
か
が
審
査
の
ポ
イ
ン

ト
で
、
地
質
的
な
価
値
だ
け
で
な
く
、

人
の
活
動
に
着
目
す
る
こ
と
が
、
ジ

オ
パ
ー
ク
の
考
え
方
の
特
徴
で
す
。

ま
ず
は
魅
力
を
発
見
し
て

　
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
は
全
国
に
全
36

地
域
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
活
動
方
法

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
観
光
に
生
か
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、教
育
に
力

を
い
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
は
、
ま
ず
は
伊
豆
半
島

の
大
地
の
魅
力
を
知
り
、
い
ろ
い
ろ

な
土
地
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た

い
で
す
。
大
地
の
不
思
議
に
注
目
し

て
み
る
と
、
そ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た

景
色
が
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
伊
豆
半
島
を
き
っ

か
け
に
、
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
近

隣
の
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
、
そ
し
て
世
界

の
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
と
興
味
を
広
げ
、

ジ
オ
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ジオを知って、まちを知ろう！

画
像
提
供
：
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

伊豆半島

Interview
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ま
ち
の
中
の
ジ
オ

　
町
に
は
、
全
部
で
10
カ
所
の
ジ
オ
ポ
イ
ン

ト
が
あ
り
ま
す
。こ
こ
で
は
、そ
の
概
要
を
紹

介
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
の

詳
細
は
、今
月
か
ら
、毎
月
１
日
号
の
広
報
な

が
い
ず
み
で
１
つ
ず
つ
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

❷牛ヶ淵
溶岩流の流末にかかる落差３
～４ｍほどの滝で、滝の規模
と比較して広い淵を持ってい
ます。戦国時代の長久保城落
城の際、城の萩姫が逃げる途
中に牛車もろとも転落し、命
を落としたという悲しい伝説
があります。

❶
駿
河
平

愛
鷹
山
麓
部
に
あ
る
駿
河
平
は
、
火
山

地
質
を
観
察
で
き
る
ほ
か
、
地
形
観
察

に
も
適
し
て
い
ま
す
。
ゆ
る
や
か
な
火

山
山
麓
部
か
ら
は
、
遮
る
も
の
な
く
伊

豆
半
島
の
山
々
や
駿
河
湾
を
望
む
こ
と

が
で
き
、
伊
豆
半
島
の
大
地
の
成
り
立

ち
や
そ
の
地
形
を
概
観
で
き
ま
す
。

❺
鮎
壺
の
滝

黄
瀬
川
に
か
か
る
高
さ
９
ｍ
の
滝
で
、

三
島
溶
岩
流
の
南
西
端
に
で
き
、
滝
の

裏
側
に
は
溶
岩
樹
型
も
見
ら
れ
ま
す
。

❸鎧ヶ淵
黄瀬川の本流にかかる幅10ｍ、落差３ｍの滝。富士山の
溶岩の段差により形成されました。長久保城をめぐる激
戦で使用不能になった鎧を沈めた淵と伝えられています。

❹割狐塚稲荷神社
約１万年前の富士山の噴火で流れた三島溶岩で形
成された溶岩塚の上に稲荷大神を祀っています。
岩の中央に亀裂があり、昔、ここから狐が飛び出
たという言い伝えが名前の由来となっています。

▲�町内ジオポイントをまとめた
ファイルとしおりを、ながい
ずみ観光交流協会で配布して
います。
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❽谷津の湧水
黄瀬川の扇状地周辺に分布する湧水
群のひとつ。約2800年前に発生した
富士山の山体崩壊に伴う泥流堆積物
も観察できます。自然観察の場とし
て地元で利用されています。

❻つるべ落としの滝
板状節理の発達した愛鷹山の溶
岩にかかる滝。渇水期は水がな
くなり「幻の滝」とも呼ばれます。

❼愛鷹山水神社
桃沢川の源流にあたる水源地。愛鷹山の溶岩の
上を川が流れ、周辺の林道などでは、溶岩流の
中にできた板状節理なども観察できます。

❿窪の湧水
黄瀬川湧水群のひとつ。1854年の安政東海地震
により湧水が始まったとされます。1918年には
近接する製紙会社が取水し、操業を開始しまし
た。

❾原分古墳
７世紀に作られた直径16ｍの円墳で、古墳時代
後期の横穴式石室としては静岡県東部最大規模
のものです。古墳から発見された石棺には伊豆
半島で採掘された「伊

い

豆
ず

石
いし

」が使われています。

　板状節理って？溶岩が急激に冷やされてできた岩石の規則的な割れ目を「節理」といい、そのうち板状になっているものが「板状節理」です。

ジオを知って、まちを知ろう！

❺

❸

❶

❹

❷

❿

❽

❻

❾

❼
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私とジオ
　ジオパークは、そこに住む人と深く関わっています。町の皆さんに、
ジオパークとの関わりや、ジオパークへの思いについてお話ししていた
だきました。

一杉守義さん
納米里区在住。ジオパーク
や富士山に造詣が深い。伊
豆半島ジオ検定３級。

――ジオパークに興味をもってくれる人が増えてほしい
　この10年ほど遺跡の発掘に携わってきたこともあり、地層や富士山の噴
火には大変興味を持っています。長泉町周辺のジオポイントには、富士山
の噴火に関係するものがとても多く、注意して観察してみると、溶岩が流
れてきてできた模様などが見て取れます。そういったポイントに着目して
みると、いつも何気なく通り過ぎている場所も、おもしろく感じてきます。
私も町内をはじめ、三島市や沼津市、清水町、函南町など近隣市町のジオ
ポイントを観察して歩いています。
　世界ジオパークに認定されたら、国内外から多くの人が訪れると思いま
すが、長泉町にも足を延ばしてもらうためにも、町全体でジオパークを盛
り上げていかなければと思います。ジオパークに興味を持ってくれる人が
少しでも増えていくことを願っています。

――子どもたちの感動が地域全体に広がれば
　ジオの意味すら知らなかった私がジオパークに興味をもったきっかけは、
伊豆半島ジオパーク推進協議会の専任研究員、鈴木先生を招いて行われた
教育講演会でした。鈴木先生は、火山の噴火を再現する実験などを取り入れ
たジオパーク教室を開催していて、ぜひ長泉町でも開催したいと学校に持
ちかけ、今年の２月に長泉小学校で開催が実現しました。子どもたちの表情
は感動で輝いていて、ジオの面白さが伝わったのではないかと思っています。
　子どもたちが、自分たちが住んでいる地域のすばらしさを知り、「こん
な地域に生まれてよかった！」と思ってくれることが、ジオパークを広め
ていくためにも重要だと思います。子どもたちが得た感動を家族や友だち
に伝えることで、みんなが興味を持つようになり、地域全体へ活動が広がっ
ていくのではないかと思います。

――窪の湧水のきれいな水は、生活に欠かせない自然の恵み
　上水道がなかった頃、窪の湧水は、お米や野菜を洗ったり、洗濯をしたり、
飲み水にしたりと、生活に欠かせない自然の恵みでした。昔は道路がなく、
この辺りの人はみんな、細い山道を必死に昇り降りして通っていたんですよ。
　窪の湧水の水は本当にきれいで、ここで洗濯物をすすぐと、真っ白になるん
です。夫と出会ったころ、彼は木綿の白いトレーニングズボンをはいていた
のですが、「なんて真っ白なズボンなの！」と白いズボンをはいた彼に一目
ぼれした…なんて思い出もあります。窪の湧水で洗濯していたズボンは、そ
れくらい輝いていました。
　これからの季節、窪の湧水の周りには桃の花や藤の花、ニセアカシアの花
が順々に咲いていきます。風で舞った花びらが水面を流れて、とってもきれ
いですよ。ぜひ一度、見てほしいです。

浅倉きよ子さん
竹原区在住。毎朝、窪の湧
水で野菜などを洗っている。

鈴木真澄さん
中土狩区在住。平成26年度の長
泉小学校PTA会長、南駿地区
PTA連絡協議会会長を務める。
伊豆半島ジオ
検定３級。

地
域
の
皆
さ
ん
で
ジ
オ
パ
ー
ク
を
盛
り
上
げ
て
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世
界
認
定
を
目
指
す
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
、
地
域

に
住
む
皆
さ
ん
の
協
力
が
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
町
の
み
ん
な
で
ジ
オ
を
楽
し
ん

で
、
町
の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
し
ょ
う
！

おいしくジオを学ぼう！
　ジオを「学ぶ」というと、難しくて興味が湧かない…という方、おいしく楽しく
学べる「ジオ菓

ガ

子
シ

」を試してみませんか。

▲�伊
い
豆
ず
石
いし
凝
ぎょう
灰
かい
岩
がん
（左）　と伊

い
豆
ず
石
いし
安
あん
山
ざん
岩
がん
（右）

のクッキー。南小学校家庭教育学級で開催
したジオ菓子キッチンで作成しました。

本物そっくり!?

ジ
オ
パ
ー
ク
は
身
近
な
も
の

　
ジ
オ
パ
ー
ク
、
ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
と

聞
き
な
れ
な
い
言
葉
を
難
し
く
感
じ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ジ
オ
は
皆

さ
ん
の
ご
く
身
近
な
も
の
と
し
て
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
は
、
大
地
、

つ
ま
り
皆
さ
ん
の
足
元
に
あ
た
り
ま

え
に
あ
る
も
の
に
目
を
向
け
て
、
普

段
気
付
か
な
い
魅
力
を
発
見
し
よ
う

と
い
う
考
え
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
長
泉
町
に
魅
力
的
な
大

地
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
多
く
の
方

に
知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
の
魅
力
を

再
発
見
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

ジ
オ
の
イ
ベ
ン
ト
に
ご
参
加
を

　
な
が
い
ず
み
観
光
交
流
協
会
や
産

業
振
興
課
で
は
、
町
内
の
ジ
オ
サ
イ

ト
を
巡
る
ジ
オ
ツ
ア
ー
な
ど
の
ジ
オ

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ジ
オ
ガ
イ
ド
や
地
元
の
方
の

解
説
を
聞
き
な
が
ら
歩
く
と
、
い
つ

も
と
違
う
見
方
が
で
き
て
楽
し
い
で

す
よ
。
ま
た
、
普
段
は
足
を
踏
み
入

れ
る
機
会
が
な
い
場
所
に
入
れ
る

チ
ャ
ン
ス
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
募
集
は
広
報
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
も
地
域
の
案
内
人
に

　
ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
の
魅
力
を
伝
え
る

た
め
に
は
、
何
よ
り
そ
こ
に
生
活
す

る
人
の
「
生
の
声
」
が
大
切
で
す
。

特
に
、地
域
の
お
年
寄
り
、長
く
住
ん

で
い
る
方
に
は
、
そ
の
土
地
の
歴
史

や
風
習
、
昔
の
体
験
な
ど
、
皆
さ
ん

が
普
段
聞
く
機
会
が
少
な
い
、
貴
重

な
お
話
を
提
供
し
て
く
れ
る
方
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
を
広
げ
る
活
動
を
盛

り
上
げ
て
い
く
た
め
に
も
、
専
門
的

な
知
識
を
も
つ
ジ
オ
ガ
イ
ド
だ
け
で

な
く
、
地
元
の
人
な
ら
で
は
の
話
を

し
て
く
れ
る
「
案
内
人
」
を
発
掘
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

動画で楽しくジオを知ろう！
　町内のジオサイト※、ジオポイントを楽し
く学べる動画を配信しています。
ぜひ一度、ご覧ください。
※ジオポイントをテーマごとにまとめたエリア

ジ
オ
を
も
っ
と
楽
し
も
う
！

長泉　ジオジオ 検索

ジオガシ 検索

■ジオ菓子とは
　お菓子を通して伊豆半島ジオパークの魅力
を発信している「ジオガシ旅行団」が開発した
もので、伊

い

豆
ず

石
いし

や溶岩をかたどったクッキーや
ケーキなどがあります。ジオガシ旅行団が開催
する「ジオ菓子キッチン」という講座で、ジオ
菓子を実際に作ることもできます。区の生涯
学習活動などで挑戦してみてはいかがですか。

稲田康明さん
伊豆半島ジオパーク認
定ジオガイド。鮎壺区
在住。ながいずみ観光
交流協会会長を務める。

●問い合わせ●　産業振興課　☎989-5516　ながいずみ観光交流協会　☎988-8780

ジオを知って、まちを知ろう！

Interview

地
域
の
皆
さ
ん
で
ジ
オ
パ
ー
ク
を
盛
り
上
げ
て
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歳入
136億
6,000万円

町税※１

91億4,188万円
（66.9％）

町税※１

91億4,188万円
（66.9％）

諸収入
４億1,933万８千円（3.1％）
諸収入
４億1,933万８千円（3.1％）

繰越金
３億円（2.2％）
繰越金
３億円（2.2％）

分担金及び負担金
２億3,338万２千円（1.7％）
分担金及び負担金
２億3,338万２千円（1.7％）

繰入金
２億9,828万６千円（2.2％）
繰入金
２億9,828万６千円（2.2％）

使用料及び手数料
１億8,242万８千円
（1.3％）

使用料及び手数料
１億8,242万８千円
（1.3％）

その他
2,150万２千円（0.2％）
その他
2,150万２千円（0.2％）

国庫支出金
12億6,732万円（9.3％）
国庫支出金
12億6,732万円（9.3％）

県支出金
６億9,886万４千円（5.1％）
県支出金
６億9,886万４千円（5.1％）

地方消費税交付金※２

７億円（5.1％）
地方消費税交付金※２

７億円（5.1％）

町債 １億500万円（0.8％）町債 １億500万円（0.8％）
地方譲与税
9,000万円（0.7％）
地方譲与税
9,000万円（0.7％）

その他
２億200万円（1.4％）
その他
２億200万円（1.4％）

自主財源77.6％ 依存財源22.4％

県東部11市９町の自主財源平均53.4%
県東部11市９町の依存財源平均46.6%

当初予算
（前年度比 1.8％　　　）予算総額　226億4,272万3千円

UP

　グラフの■が町の自主財源（自ら収納できる財
源）で、この割合が高いほど自主性と安定性が高
い行政運営が行えます。■で示す県東部市町の自
主財源の平均が53.4％といった状況の中、町は
77.6％と極めて高く、健全な予算編成が行えてい
ます。
　なお、主な項目の増減理由は下記のとおりです。
□�町税…町民税（個人は増、法人は減）の減、軽
自動車税や都市計画税の増などにより前年度に
比べ1.0％減の91億4,188万円を見込みました。
□�国庫支出金…池田柊線の整備費の減に伴う補助
金の減などにより10.9％減の12億6,732万円を
見込みました。
□�繰入金…基金などの繰入金は、地震対策に関す
る事業費に充てる費用の増などにより、52.5％
増の２億9,828万６千円を見込みました。
□�町債…健全性を維持するために、道路整備等に
充てる借り入れは全体構成比の１％未満の１億
500万円に抑えました。

歳入予算の概要 自主財源の割合が高く、健全な予算編成

区　分 平成27年度 平成26年度 伸び率
一般会計 136億6,000万円 135億7,000万円 0.7％
特別会計

国民健康保険事業 40億300万円 36億7,100万円 9.0％
後期高齢者医療 ６億3,400万円 ６億3,600万円 －0.3％
介護保険事業 25億3,400万円 24億900万円 5.2％
下水道事業 ９億3,600万円 ９億1,900万円 1.8％
土地取得事業 51万４千円 42万４千円 21.2％

企業会計
水道事業 ８億7,520万９千円 10億3,305万６千円 －15.3％

合計 226億4,272万３千円 222億3,848万円 1.8％

■歳入
　町税はほぼ同額を見込み、自主財源比率は前年度当初より0.6ポイント減の77.6％となりましたが、依然
として高い健全性を維持しています。
■歳出
　引き続き「健康・環境・子ども・高齢者」に重点を置き、「住んでみたいまち、住み続けたいまち　長泉」
を目指す予算としました。

　一般会計予算額は前年度当初比0.7％増の136億6,000万円で、特別会計と企業会計を
合わせた予算総額は226億4,272万３千円となりました。

※１　町税のうち、都市計画税は街路や下水道の整備に充てられます。
※２　消費税率引き上げによる増収分は、国民健康保険費や障害者福祉費、児童運営費などに充てられます。
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歳出
135億
7,000万円

歳出
136億
6,000万円

物件費
34億4,854万３千円
（25.2％）

物件費
34億4,854万３千円
（25.2％）

普通建設事業費
28億1,343万８千円
（20.6％）

普通建設事業費
28億1,343万８千円
（20.6％）

扶助費
23億9,009万３千円（17.5％）
扶助費
23億9,009万３千円（17.5％）

人件費
20億7,664万４千円
（15.2％）

人件費
20億7,664万４千円
（15.2％）

繰出金
14億1,236万９千円
（10.3％）

繰出金
14億1,236万９千円
（10.3％）

補助費等
６億8,600万４千円
（5.0％）

補助費等
６億8,600万４千円
（5.0％）

公債費
４億8,700万円（3.6％）
公債費
４億8,700万円（3.6％）

維持補修費
１億7,452万７千円（1.3％）
維持補修費
１億7,452万７千円（1.3％）

貸付金
7,000万円（0.5％）
貸付金
7,000万円（0.5％）

積立金
6,134万２千円
（0.5％）

積立金
6,134万２千円
（0.5％）
その他
4,004万円（0.3％）
その他
4,004万円（0.3％）

※�１人あたりの予算額は、一般会計の当初予算額、貯金は平成26年度末の町の基金、借金は平成26年度末の地方債残高を
それぞれ平成27年３月１日現在の人口42,478人で割ったものです。

町民一人あたりの予算額は32万1,578円
貯金：15万3,679円 借金：９万2,246円

民生費：10万1,315円
児童や高齢者、障が
い者などの福祉

（予算額43億366万１千円）

衛生費：４万3,601円
健康診査や予防接種、
ごみ処理

（予算額18億5,209万４千円）

教育費：５万9,122円
学校教育や生涯学習、
スポーツ振興

（予算額25億1,138万３千円）

土木費：４万2,086円
道路や河川、公園の
整備など

（予算額17億8,773万１千円）

労働費：2,134円
労働者の支援や勤労
者福祉事業

（予算額9,064万７千円）

農林水産業費：2,619円
農林業や畜産の振
興、農業委員会運営

（予算額１億1,124万１千円）

議会費：3,273円
町議会の運営や町議
会議員の報酬

（予算額１億3,901万９千円）

その他：2,166円
災害復旧や諸支出
金、予備費

（予算額9,201万２千円）

消防費：１万3,289円
消火・救急活動、消
防団の活動費

（予算額５億6,449万８千円）

総務費：３万6,353円
行政の運営、戸籍や
徴税、選挙

（予算額15億4,422万円）

100
00 公債費：１万1,465円
町が借り入れたお金
の返済

（予算額４億8,700万円） （予算額１億7,649万４千円）

商工費：4,155円
商工業や観光の
振興・発展

町民１人あたりの予算額（内訳）

平成27年度

　主な項目の増額理由は下記のとおりです。
□�物件費…給食調理・配送業務の全面委託や焼却場運
転業務の一括委託などにより2.4％増の34億4,854万
３千円を見込みました。
□�普通建設事業費…桃沢野外活動センターの施設整備
や伊豆半島ジオパークを推進するためにコミュニティ
ながいずみ内に設置するビジターセンターの整備な
どにより2.8％増の28億1,343万８千円を見込みまし
た。
□�扶助費…自立支援介護訓練給付事業など社会保障経
費の増により7.6％増の23億9,009万３千円を見込み
ました。

歳出予算の概要（性質別） 物件費の割合が最も高く、次いで普通建設事業費、扶助費

歳出予算の概要（目的別）

―増額―
□�民生費…認定こども園施設整備補助金や、障害者
自立支援費の増などにより1.3％増の43億366万
　１千円を見込みました。
□�教育費…竹原グラウンドの駐車場拡張や小・中学
校や幼稚園施設の長寿命化を図るための修繕など
により13.1％増の25億1,138万３千円を見込みま
した。

□�衛生費…住宅用新・省エネルギー補助金や健康
づくりイベントの実施、健康公園北側駐車場の
整備などにより1.3％増の18億5,209万４千円を
見込みました。

―減額―
□�土木費…中土狩第二広場の用地取得が完了した
ことなどにより11.4％減の17億8,773万１千円
を見込みました。

　主な項目の増減理由は下記のとおりです。
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【教育学習分野】豊かな心と生きがいを育むまち
■小・中学校、幼稚園施設の長寿命化を図る修繕に（２億7,900万円）
■竹原グラウンド駐車場を拡張することで駐車台数を約20台分確保（3,500万円）
■コミュニティながいずみの外壁タイルなどの改修に（9,000万円）

主要事業―

【生活環境分野】地球環境と安全・快適な生活環境を守るまち
■住宅用新・省エネルギーシステム設置費補助金に、家庭で使用頻度の高いLED
　照明器具を補助対象に加えて実施（2,200万円）
■大規模地震に備えた防災体制の充実・強化のため、防災倉庫へのソーラーパネ
　ルの設置や長泉中学校の防災倉庫建替工事などを実施（１億3,000万円）
■三島市、裾野市との消防救急デジタル無線の共同整備などに（5,900万円）

４K ‐ 環境対策

【健康福祉分野】ふれあいささえあい健やかに暮らせるまち
■通信機能を備えた歩数計を活用したウォーキングプログラムのほか、ダンス
　エクササイズやリレーマラソンなどを実施（1,500万円）
■健康公園北側駐車場を新たに整備することで駐車台数を約30台分確保
　（770万円）
■私立幼稚園の認定こども園整備に（１億400万円）
■対象学年を小学６年生までに拡充して放課後児童会を実施（540万円）

４K ‐ 健康づくり
４K ‐ 子育て支援

４K ‐ 子育て支援

４K※ ‐ 健康づくり

※�「４K」…平成23年度から平成32年度の10カ年を計画期間としたまちづくりの指針「第４次長泉町総合計画」
に掲げる４つの重点項目「健康づくり」、「環境対策」、「子育て支援」、「高齢者支援」のこと。

　行政の効率化と生産性を進めることで、一層の住民サービスの向上を図るための行政改革プラン（平成26
年度～平成28年度）を定め、全庁を挙げて取り組みを進めています。

■給食調理・配送業務やごみ収集業務、焼却場運転業務の民間委託の推進により、行政の効率化を図ります。
　（900万円の削減効果）
■来庁者にわかりやすく、プライバシーに配慮した役場窓口空間を創出します。（5,200万円）
■�より多くの住民の意見を行政に反映させるため、アンケートモニター制度を廃止し、住民意識調査を毎年
実施します。（200万円）
■�青年講座と中学生を対象とした自然体験教室を統合し、災害応援協定を結んでいる松崎町への体験ツアー
を実施します。（100万円の削減効果）

行政改革プランの主な取組による予算への反映状況
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【産業経済分野】産業が力強く育つ活力あるまち
■長泉沼津インターチェンジ周辺に進出する企業の新規雇用に対する補助に（1,600万円）
■コミュニティながいずみ内に町ビジターセンターを整備するなど、伊豆半島
　ジオパークの推進に（2,300万円）
■動画コンテンツやＳＮＳなどを活用したタウンセールスの推進に（380万円）
■景観や効率的な誘導を考慮した公共サインの整備に（2,900万円）
■農業者が設置する有害鳥獣防護柵などに対する補助に（80万円）

【行財政分野】パートナーシップが確立し�
　　　　　　　 良質なサービスが効率的に提供されるまち
■ユニバーサルデザインに配慮し、背景や文字の色を変更することができるよ
　うホームページを改良して運営（540万円）
■社会保障・税番号制度の導入に向けたシステム改修のほか、通知カード・個
　人番号カード関連事務に（１億1,800万円）

自主財源比率の推移（％）

50

55

60

65

70

75

80

H26H25H24H23H22H21H20H19H18H17

77.6%

県東部11市９町の
自主財源平均53.4%

H27

町の財政の特徴

―平成27年度の

【都市整備分野】活発な都市活動を支える便利で調和のとれたまち
■橋梁長寿命化修繕計画に基づいた工事を行うほか、橋梁の詳細点検を計画的
　に実施（8,900万円）
■都市計画道路池田柊線の整備に（１億1,600万円）
■自然や街並みなどを生かした景観をつくるための計画策定に
　（230万円） ４K ‐ 環境対策

―健全性の高さを維持―

自主財源比率は70％以上を維持
　町が自らの権限で収納できる財源を自主
財源といい、この割合が高いほど自主性と
安定性が高い行政運営が行えます。２ペー
ジで紹介したように町の自主財源比率は
77.6％であり近隣市町と比較して高い状況
にあります。また、景気変動に左右される
ことなく、70％以上の高い水準を維持して
います。

●問い合わせ●　企画財政課　☎989-5503
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長泉柔道会
練習日／毎週月・水・金曜日19：00～21：00
練習場／長泉中体育館・柔道場（水曜日）
　町民体育館・柔道場（月・金曜日）
対　象／小・中学生の男・女
会　費／月額2,000円、入団金1,000円
問　永田正義☎986-7745　岩崎由美☎986-0624

ユニサイクルＡｍｉ長泉（一輪車）
練習日／毎週土曜日９：00～13：00
　毎週日曜日15：00～21：00
練習場／北小体育館ほか
対　象／小学生～高校生の男・女（未就学児も可）
会　費／３カ月2,000円、入団金無料
問　土屋幸夫☎973-2399　竹内広次☎980-0102

つばさバレーボール
練習日／毎週土曜日13：00～17：00
　毎週水曜日19：00～21：00
練習場／長泉小・北小体育館
対　象／小学生の女子
会　費／月額1,500円、入団金2,500円
問　小林正人☎986-9610

長泉ホッケー（グラウンドホッケー）
練習日／毎週火曜日18：30～20：30
練習場／竹原グラウンド
対　象／小・中学生の男・女
会　費／月額1,000円、入団金1,000円
問　加藤和則☎989-0228　携帯☎090-1625-0084

長泉ソフトテニス
練習日／毎週日曜日（第３を除く）
　８：00～10：00（４～11月）　９：00～11：00（12～３月）
練習場／中土狩・御嶽堂テニスコート
対　象／小学４～５年生の男・女
会　費／月額1,000円、入団金1,000円
問　杉山靖☎986-5081　稲田康明☎986-0917

Ｇ
ご っ つ
ＯＤＳバレーボール

練習日／毎週月曜日19：00～20：30
　毎週土曜日９：00～16：00
練習場／南小体育館ほか
対　象／小学生の男・女
会　費／月額1,750円、入団金2,500円
問　佐藤功一☎987-2392　携帯☎090-7854-7278

長泉陸上競技
練習日／毎週月・水・金曜日16：30～18：30
　月２回土曜日９：00～正午
練習場／長泉小グラウンドほか
対　象／小学生の男・女
会　費／年額7,000円（保険料含む）
　入団金500円、育成会費5,000円
問　三輪浩一☎986-3209　神山節子☎988-3869

長泉ジュニア複合J
ジョイナス
oinus

（複合種目：ジュニアスポーツ・親子体操・軽運動）
練習日／毎週日曜日13：00～16：00前後
練習場／南小体育館ほか
対　象／３歳程度～23歳未満の男・女
会　費／月額300円（小学生未満）
　　　　月額500円（小学生）
　　　　中学生以上は無料
　年会費1,000円、入団金2,000円（活動着支給）
問　下山裕之（団専用電話）☎050-3555-4172
　 http://joinus.i-ra.jp/

長泉ミニバスケットボール
練習日／毎週土曜日９：00～13：00
　毎週日曜日９：00～17：00
　毎週木曜日17：00～19：00
練習場／長泉小体育館
対　象／小学生の男・女
会　費／月額2,500円、入団金1,500円
問　（女子）桐岡ルリ☎090-7862-3012
　　（男子）中野あい☎090-9912-9056

長泉バレーボール
練習日／毎週土曜日13：00～17：00（４～11月）
　13：00～16：30（12～３月）
練習場／長泉小体育館
対　象／小学３年生以上の女子
会　費／月額1,000円、入団金2,000円
問　吉川静也☎987-3324

長泉剣道
練習日／毎週水・金曜日19：00～21：00
練習場／町民体育館・１階剣道場
対　象／小・中学生の男・女
会　費／月額1,000円、入団金1,500円（防具貸出有り）
問　渡辺克己☎090-3935-0322

〈順不同・代表者敬称略〉
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いずれの少年団も１日体験入団を年間を通して行っています。
加入の申し込みは各少年団に直接お問い合わせください。

スポーツ少年団団員募集

長泉リトルヤンキース（軟式野球）
練習日／月３回土曜日9：00～13：00
　または13：00～17：00
　日曜日、祝日　９：00～17：00
練習場／中央・桃沢グラウンド、特種製紙グラウンドほか
対　象／５歳～小中学生の男・女
会　費／月額2,000円、入団金無料
問　岡田哲也☎960-6010　携帯☎080-6952-0373

長泉南サッカー
練習日／毎週火・木曜日17：30～19：30
　毎週土曜日13：00～17：00
練習場／南小グラウンドほか
対　象／５歳～小学生の男・女
会　費／月額1,000円（未就学児）、2,000円（小学生）、
　入団金2,000円（未就学児は無料）
問　窪田雅之☎090-2921-5108　荒井真一☎090-4792-2846

長泉ブルースターズ（軟式野球）
練習日／毎週土曜日８：00～13：00
　毎週日曜日、祝日は主に試合
練習場／南小グラウンドほか
対　象／小学生の男・女
会　費／月額1,000円、入団金無料
　父母会費月額1,000円
問　中村薫☎987-2093　携帯☎090-1419-1951

長泉空手道（和道流）
練習日／毎週火曜日19：00～21：00
練習場／町民体育館・１階卓球場
対　象／小学生の男・女
会　費／月額2,000円、入団金1,000円
問　原崎貴光☎090-1419-8921

長泉水泳
練習日／月３回日曜日８：15～９：15
練習場／温水プール
対　象／小学生の男・女
会　費／年額16,000円、入団金1,000円
問　井出希美枝☎090-6577-4366（平日４時以降）

長泉北ファイターズソフトボール
練習日／毎週土曜日８：00～正午
　日曜日、祝日８：00～正午
練習場／北部スポーツ広場
対　象／小学生の男・女
会　費／月額1,500円、入団金1,000円
問　山田良洋☎987-6359

長泉ジュニアベースボールクラブ（軟式野球）
練習日／毎週土曜日９：00～17：00
　（低学年は９：00～13：00）
　毎週日曜日、祝日は主に試合
練習場／桃沢、長泉中央グラウンドほか
対　象／小学生の男・女
会　費／月額2,000円（１～４年生）、2,500円（５～６年生）、
　入団金2,000円� （保険料を含む）
問　田中真司☎988-1636
　団専用電話☎090-7439-6593

長泉アミーゴス（サッカー・フットサル）
練習日／毎週土・日曜日、祝日９：00～17：00
練習場／長泉小、北小、竹原・中央グラウンド、
　ミニ運動場
対　象／幼稚園年中～小学生の男・女
会　費／月額2,000円（幼稚園年中・年長）、
　3,000円（１、２年生）、4,000円（３、４年生）、
　5,000円（５、６年生）、入団金3,000円
問　八田正則☎090-9663-5707

長泉新体操クラブ
練習日／毎週日曜日午前中
練習場／南小体育館
対　象／小・中学生の女子
会　費／月額2,000～3,000円、入団金無料
問　金子朱美☎090-8473-8702
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情報ステーション プラス

問　くらし環境課　☎989‐5514狂犬病予防注射を受けましょう

問　行政課　☎989‐5500広報ながいずみのアプリ配信を始めました

ｉ
広
報
紙
と
は

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
で
利
用
で
き
る
ア
プ
リ
で

す
。ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

簡
単
な
設
定
を
行
う
こ
と
で
、
広

報
な
が
い
ず
み
の
電
子
書
籍
が
閲

覧
で
き
ま
す
。

配
信
開
始
／
４
月
１
日
号
～

利
用
料
／
無
料

※�

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
利
用
と
も
に

無
料
で
す
が
、
情
報
の
受
信
に

は
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

ア
プ
リ
内
に
表
示
さ
れ
る
広
告

は
、
長
泉
町
と
は
関
係
あ
り
ま

せ
ん
。

ｉ
広
報
紙
の
便
利
な
機
能

■
プ
ッ
シ
ュ
通
知

　
最
新
号
が
配
信
さ
れ
る
と
、
ア

プ
リ
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

に
お
知
ら
せ
（
プ
ッ
シ
ュ
通
知
）

が
届
き
ま
す
。

■
ス
ク
ラ
ッ
プ

　
気
に
な
る
記
事
は
画
像
と
し
て

保
存
で
き
、
そ
の
ま
ま
メ
ー
ル
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
使
え
る
ア
プ
リ

「
ｉ
広
報
紙
」
で
、
広
報
な
が
い
ず
み
を
読
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利用するには

【個人設定を入力】
①�お住まいの地域や性別な
ど、簡単な設定を行う。
②「利用開始」を選択。

登録完了！

【アプリをダウンロード】
①�「App�Store」または
「Google�Play」を起動。

②�「ｉ広報紙」と検索し、
アプリをダウンロード。

◀�ＱＲコードからも
アクセスできます。

　
駿
東
獣
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
、

各
地
区
を
巡
回
す
る
集
合
注
射
を
行
い
ま
す
。

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
す
べ
て
の
飼
育
犬
に

年
１
回
の
接
種
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
必
ず
接
種
し
ま
し
ょ
う
。（
室
内
犬
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
な
お
、
集
合
注
射
は
込
み
合
う

た
め
、
動
物
病
院
で
の
個
別
接
種

を
お
勧
め
し
ま
す
。

持
ち
物
／

①
登
録
済
み
の
犬
の
場
合

　
注
射
案
内
ハ
ガ
キ
、愛
犬
手
帳
、

　
注
射
料
（
３
４
０
０
円
）

②
新
規
登
録
の
犬
の
場
合

　

�

登
録
料（
３
０
０
０
円
）＋
注
射
料

（
３
４
０
０
円
）＝
６
４
０
０
円

集
合
注
射
が
受
け
ら
れ
な
い
犬
／

　
左
記
の
症
状
の
犬
は
集
合
注
射

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
動
物
病
院

で
診
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

□
当
日
、
具
合
が
悪
い

□�

１
カ
月
以
内
に
ほ
か
の
予
防
注

射
を
接
種
し
た

□�

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て
具

合
が
悪
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
る

□
妊
娠
、
ま
た
は
授
乳
中
で
あ
る

とき ところ

４月15日㈬

８：30～８：45 桃沢郷�
（渡邉さん宅前）

８：55～９：15 上長窪集出荷場

９：30～９：45 駿河平区公民館

９：55～10：15 南一色区公民館

10：25～10：40 納米里公会堂

10：50～11：05 下長窪出荷場

11：15～11：25 池田区民会館

11：35～正　午 上土狩作業所

13：10～13：25 役場・西側駐車場�
（JR御殿場線西側）

13：35～13：55 中土狩第１公民館

14：05～14：30 ベルフォーレ

14：40～15：00 南部地区センター

15：10～15：30 本宿区公民館
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お
知
ら
せ

i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

i

長
泉
町
医
師
ク
ラ
ブ
の

「
医
師
に
よ
る
無
料
の
健
康
相
談
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
子
ど
も
の
様
子
や
発
育
・
発
達
に
つ

い
て
気
に
な
る
方
、
そ
の
ほ
か
体
調
の

こ
と
で
医
師
に
相
談
し
て
み
た
い
方
な

ど
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
４
月
の
相
談

と　
き
／
４
月
23
日
㈭

　
午
後
１
時
～
２
時

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

担�

当
医
／
渕
上
佐
智
子
医
師
（
西
村
医

院
・
小
児
科
専
門
医
）

対�　
象
／
町
内
在
住
で
、
今
ま
で
西
村

医
院
を
受
診
し
た
こ
と
が
な
い
方

定　
員
／
３
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間
／
４
月
７
日
㈫
～
21
日
㈫

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
986

-
８
７
６
０

平
成
27
年
度

「
国
民
年
金
保
険
料
」
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
27
年
４
月
か
ら
平
成
28
年
３
月

ま
で
の
「
国
民
年
金
保
険
料
」
は
月
額

１
万
５
５
９
０
円
で
す
。

※�

保
険
料
の
納
入
は
、
割
引
制
度
の
あ

る
口
座
振
替
や
前
納
支
払
い
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※�

納
入
方
法
は
沼
津
年
金
事
務
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
沼
津
年
金
事
務
所　
☎
921

-

２
２
０
１

　
福
祉
保
険
課　
☎
989

-

５
５
１
３

障
害
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
町
で
は
左
記
に
該
当
さ
れ
る
方
を
対

象
に
、タ
ク
シ
ー
利
用
券（
年
間
24
枚
）

を
発
行
し
、
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

対　
象
／

□
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
所
持
者

□�

身
体
障
害
者
手
帳
下
肢
機
能
障
害
３・

４
級
所
持
者

□
療
育
手
帳
Ａ
判
定
所
持
者

□�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２

級
所
持
者

※�

福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
さ
れ
て
い
る

方
や
軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
所
得
条
件
に
よ
り

対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

助
成
額
／

　
小
型
タ
ク
シ
ー
初
乗
り
運
賃
相
当
額

受
付
開
始
／
４
月
１
日
㈬
～

申
請
場
所
／
福
祉
保
険
課

持
ち
物
／
障
害
者
手
帳
、
認
め
印

問　
福
祉
保
険
課　
☎
989

-

５
５
１
２

春
の
農
作
業
安
全
運
動
を

実
施
し
ま
す

　
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
、
春

の
農
作
業
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
全
国
の
農
作
業
中
の
死
亡
事
故
で
は
、

農
業
機
械
の
作
業
中
の
事
故
が
７
割
を

占
め
ま
す
。ま
た
、そ
の
半
数
が
農
業
機

械
の
転
落
や
転
倒
に
よ
る
事
故
で
す
。

　
機
械
の
操
作
な
ど
に
は
十
分
注
意
し
、

安
全
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

□
落
ち
つ
い
た
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

□
無
理
な
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

□
安
全
装
置
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

□
機
械
の
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問　
産
業
振
興
課　
☎
989

-

５
５
１
６

中
小
企
業
事
業
資
金

利
子
補
給
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
町
で
は
中
小
企
業
の
経
営
の
安
定
お

よ
び
健
全
な
発
展
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
運
転
資
金
や
設
備
資
金
の
た

め
の
借
り
入
れ
の
際
、利
子
補
給
を
行
っ

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

融
資
限
度
額
／
７
０
０
万
円

融
資
利
率
／
年
１
・
０
％

融
資
対
象
資
金
／

　
運
転
お
よ
び
設
備
資
金

融
資
期
間
／
５
年
以
内

申
込
対
象
期
間
／

　
４
月
１
日
～
平
成
28
年
３
月
31
日

申�

込
資
格
／
町
内
で
事
業
開
始
後
３
カ

月
を
経
過
し
、
従
業
員
数
が
50
人
以

下
の
中
小
企
業
（
卸
・
小
売
業
お
よ

び
サ
ー
ビ
ス
業
は
20
人
以
下
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
産
業
振
興
課　
☎
989

-

５
５
１
６

ラ
ジ
オ
体
操
で
み
ん
な
元
気
に
！

「
ラ
ジ
オ
体
操
の
日
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
日
常
的
に
体
操
を
行
う
こ
と
で
健
康

づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、
毎
月
第
３
土

曜
日
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と　
き
／
毎
月
第
３
土
曜
日（
雨
天
中
止
）

　
午
前
６
時
30
分
～
45
分

集
合
時
間
／
午
前
６
時
20
分

　
（
開
場
は
午
前
６
時
15
分
）

と
こ
ろ
／
長
泉
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
竹
原
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
費
／
無
料

持
ち
物
／
飲
み
物
、
タ
オ
ル

※�

直
接
、
都
合
が
よ
い
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※�

各
会
場
と
も
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ

る
た
め
、
徒
歩
、
自
転
車
で
の
来
場

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※�

「
ラ
ジ
オ
体
操
の
日
」
は
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
で
す
。

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
忘
れ
ず

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
989

-

５
５
１
０

情報ステーション
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４
月
か
ら
新
た
に

高
効
率
照
明
器
具
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
の

設
置
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

補�

助
対
象
器
具
／
高
効
率
照
明
器
具（
Ｌ

Ｅ
Ｄ
）
で
、
購
入
総
額
２
万
円
以
上

（
複
数
購
入
可
）（
移
動
可
能
な
も
の
、

電
池
式
の
も
の
、電
球
の
み
を
除
く
）

補�

助
対
象
者
／
長
泉
町
に
住
民
票
が
あ

り
、
町
内
に
自
ら
所
有
し
居
住
す
る

住
宅
に
お
い
て
、
す
で
に
設
置
さ
れ

て
い
る
照
明
器
具
（
蛍
光
灯
な
ど
）

を
補
助
対
象
器
具
に
交
換
す
る
方

補�

助
対
象
額
／
購
入
金
額
の
２
分
の
１

以
内
（
上
限
２
万
円
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
く
ら
し
環
境
課　
☎
989

-

５
５
１
４

「
長
泉
町
特
産
品
ニ
コ
ニ
コ
献レ
シ
ピ立
」

が
完
成
し
ま
し
た

　
町
で
は
、
生
活

習
慣
病
予
防
の
た

め
に
野
菜
を
し
っ

か
り
と
る
習
慣
を

身
に
付
け
る
こ
と

を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
食
育
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
も
り
も
り
倶
楽
部
ク
レ
マ
チ
ス
」
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
特
産
品
を
取
り
入

れ
、
健
康
維
持
を
意
識
し
た
レ
シ
ピ
集

「
長
泉
町
特
産
品
ニ
コ
ニ
コ
献
立
」
を

作
成
し
ま
し
た
。

　
レ
シ
ピ
集
は
食
育
事
業
や
イ
ベ
ン
ト

で
配
布
す
る
ほ
か
、
健
康
増
進
課
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
986

-

８
７
６
０

精
神
保
健
福
祉
専
門
相
談
窓
口
を

設
置
し
ま
す

　
４
月
か
ら
、
精
神
疾
患
の
あ
る
方
や

そ
の
家
族
の
相
談
窓
口
と
し
て
、
福
祉

保
険
課
に
専
門
相
談
員
を
配
置
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相�
談
内
容
／
日
常
生
活
や
仕
事
、
就
業
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、
精
神
保
健

福
祉
手
帳
や
通
院
医
療
費
に
つ
い
て

※�

電
話
相
談
、役
場
窓
口
で
の
相
談
の
ほ

か
、訪
問
に
よ
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

問　
福
祉
保
険
課　
☎
989

-

５
５
１
２

介
護
老
人
福
祉
施
設
の
入
所
資
格
が

「
要
介
護
３
以
上
」
に
な
り
ま
す

　
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
）
は
、
こ
れ
ま
で
「
要
介
護

１
以
上
」の
方
が
入
所
で
き
ま
し
た
が
、

よ
り
入
所
の
必
要
性
の
高
い
方
が
入
所

し
や
す
く
な
る
よ
う
、
４
月
か
ら
は
、

原
則
と
し
て
「
要
介
護
３
以
上
」
の
方

が
入
所
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
要
介
護
１
・
２
の
方
も
、
居

宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が

困
難
で
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
り
、

要
件
を
満
た
す
方
は
入
所
が
認
め
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
３
月
以
前
か
ら
す

で
に
入
所
し
て
い
る
要
介
護
１
・
２
の

方
や
、
要
介
護
３
以
上
で
４
月
以
降
に

要
介
護
１
・
２
に
改
善
し
た
方
は
、
引

き
続
き
入
所
で
き
ま
す
。

問　
長
寿
介
護
課　
☎
989

-

５
５
１
１

平
成
27
年
度

家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
が

で
き
ま
し
た

　
「
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
、

自
治
会
を
通
じ
て
広
報
な
が
い
ず
み
３

月
15
日
号
と
同
時
配
布
し
ま
し
た
。
ま

た
、
役
場
１
階
や
南
部
地
区
セ
ン
タ
ー

で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
正
し
い
ご
み
の
分
別
の
た
め
、「
第

４
版
・
ご
み
の
出
し
方
便
利
帳
」
と
一

緒
に
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、「
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

と
「
ご
み
の
出
し
方
便
利
帳
」
は
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問　
焼
却
場　
☎
986

-

８
３
９
３

募
集

w
a
n
t
e
d

植
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

　
地
下
水
保
全
の
た
め
、
涵
養
林
の
植

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

と　
き
／
４
月
29
日
㈷

　
（
雨
天
の
場
合
は
５
月
６
日
㈷
）

と
こ
ろ
／
富
士
山
（
裾
野
市
須
山
）

集
合
時
間
／
午
前
７
時
30
分

集
合
場
所
／
役
場
・
西
側
駐
車
場

※�

５
月
６
日
㈷
の
場
合
は
午
前
９
時
ま
で

に
直
接
現
地
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

持�

ち
物
／
弁
当
、
飲
み
物
、
く
わ
、
ス

コ
ッ
プ
な
ど

申
込
期
限
／
４
月
13
日
㈪

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
く
ら
し
環
境
課　
☎
989

-

５
５
１
４

「
ワ
ン
デ
イ
桃
沢
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
う
ど
ん
を
打
っ
て
、味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

と　
き
／
５
月
24
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ
／
桃
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

内　
容
／
う
ど
ん
作
り
、
試
食

対　
象
／
小
学
生
と
そ
の
家
族（
４
人
ま
で
）

定　
員
／
７
組
（
先
着
順
）

参
加
費
（
１
人
）
／
５
０
０
円

※
当
日
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
／
４
月
11
日
㈯
～
18
日
㈯

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
桃
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

　
☎
987

-

５
１
０
０
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子
ど
も
図
書
館
体
験

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
自
分
の
本
に
保
護
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る

作
業
と
、
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
し

お
り
作
り
を
体
験
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き
／
４
月
25
日
㈯
、
26
日
㈰

　
午
前
の
部　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ
／
町
民
図
書
館

対　
象
／
小
学
４
～
６
年
生

定　
員
／
各
回
６
人

　
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
／
無
料

持
ち
物
／
カ
バ
ー
掛
け
を
す
る
本
１
冊

　
（
教
科
書
、
漫
画
は
除
く
）

申
込
期
限
／
４
月
16
日
㈭

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
町
民
図
書
館　
☎
988

-

７
８
０
１

絵
画
教
室
「
絵
画
の
日
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
絵
画
の
日
は
、毎
月
１
回
、日
本
画
、

水
彩
画
、
色
鉛
筆
画
、
絵
手
紙
、
デ
ッ

サ
ン
な
ど
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
好
き

な
絵
画
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
日
で

す
（
油
絵
は
除
く
）。

と�　
き
／

　
①
４
月
８
日
㈬
、
②
５
月
13
日
㈬
、

　
③
６
月
10
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ
／
桃
沢
工
芸
村
・
工
作
室

講　
師
／
坂
本
武
典
さ
ん
（
日
本
画
家
）

対　
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

定　
員
／
各
回
18
人
（
先
着
順
）

参
加
費
／
各
回
５
０
０
円

※�

当
日
ご
用
意
く
だ
さ
い
。（
お
つ
り
の

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
）

持�

ち
物
／
絵
の
具
セ
ッ
ト
、
メ
モ
帳
、

雑
巾
、
画
材
（
描
き
た
い
も
の
）

※�

絵
の
具
セ
ッ
ト
を
お
持
ち
で
な
い
方

に
は
貸
し
出
し
を
し
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
／
①
４
月
１
日
㈬
～
、

　
②
４
月
９
日
㈭
～
、③
５
月
14
日
㈭
～

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
生
涯
学
習
課　
☎
986

-

２
２
８
９

第
50
回
長
泉
陸
上
競
技
記
録
会

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

と　
き
／
５
月
23
日
㈯
午
前
９
時
～

※�

当
初
予
定
し
て
い
た
５
月
16
日
㈯
か
ら

５
月
23
日
㈯
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
／
愛
鷹
広
域
公
園
多
目
的
競
技
場

　
（
沼
津
市
足
高
２
０
２
）

種　
目
／
①
１
０
０
ｍ
走

　
②
４
０
０
ｍ
走　
③
８
０
０
ｍ
走

　
④
１
５
０
０
ｍ
走　
⑤
３
０
０
０
ｍ
走

　
⑥
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　
⑦
走
り
幅
跳
び　
⑧
走
り
高
跳
び

　
⑨
砲
丸
投
げ

出
場
可
能
種
目
／
（
○
内
数
字
は
種
目
）

□
小
学
生
男
・
女
（
１
～
３
年
生
）

　
①
・（
３
年
生
の
み
⑥
）

□
小
学
生
男
子
（
４
～
６
年
生
）

　
①
・
④
・
⑥
・
⑦
・
⑧

□
小
学
生
女
子
（
４
～
６
年
生
）

　
①
・
③
・
⑥
・
⑦
・
⑧

□
男
子
（
中
学
生
、
高
校
生
、
一
般
）

　
全
て
の
種
目

□
女
子
（
中
学
生
、
高
校
生
、
一
般
）

　
①
・
③
・
④
・
⑤
・
⑥
・
⑦
・
⑧
・
⑨

参
加
費
／

　
小
・
中
学
生
３
０
０
円
（
１
種
目
）

　
高
校
生・一
般
９
０
０
円
（
１
種
目
）

　
（
リ
レ
ー
は
１
チ
ー
ム
１
５
０
０
円
）

※
申
込
時
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※�

リ
レ
ー
を
除
き
１
人
２
種
目
ま
で
参

加
で
き
ま
す
。

申
込
期
間
／
４
月
６
日
㈪
～
24
日
㈮

申
込
場
所
／
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

※�

申
込
資
格
な
ど
詳
細
は
、
勤
労
者
体

育
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
る
大
会

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
体
育
協
会　
☎
987

-

５
８
５
９

長
泉
町
国
際
交
流
協
会
主
催

「
語
学
講
座
」（
全
10
回
）

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

■�
英
会
話
（
初
級
：
中
学
１
年
生
か
ら

高
校
１
年
生
程
度
）

と　
き
／
５
月
12
日
～
７
月
14
日
の

　
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
30
分
～
９
時

■
英
会
話
（
実
践
：
英
検
２
級
以
上
）

と　
き
／
５
月
13
日
～
７
月
15
日
の

　
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
30
分
～
９
時

■
共
通
事
項

と
こ
ろ
／
福
祉
会
館

講　
師
／
未
定

対　
象
／
中
学
生
以
上
の
方

定　
員
／
各
25
人
（
先
着
順
）

受
講
料
／
３
０
０
０
円
（
全
10
回
分
）

※
初
日
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※�

国
際
交
流
協
会
員
で
な
い
方
は
、
講

座
初
日
に
入
会
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
年
度
会
費
２
０
０
０
円
）

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
国
際
交
流
協
会
（
行
政
課
内
）

　
☎
989

-

５
５
０
０

掲
示
板

b
u
l
l
e
t
i
n
 
b
o
a
r
d

「
陸
上
競
技
教
室
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
楽
し
み
な
が
ら
「
速
く
走
る
た
め
の

動
き
と
コ
ツ
」
を
教
わ
り
ま
し
ょ
う
。

と　
き
／

　
４
月
25
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ
／
竹
原
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
費
／
無
料

持
ち
物
／
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※�

運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
直
接
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
陸
上
競
技
協
会　
植
竹
さ
ん

　
☎
090

-

４
７
９
０

-

６
２
３
０

●掲示板に掲載を希望される方は、次のことにご注意ください●
①原稿には「とき、ところ、内容、対象、定員、参加費、申込期限、問い合わせ先、電話番号」を記載してください。②開催日、申込期限は、
広報発行日の10日以降に設定してください。③掲載は町内で無料で開催されるものを優先させていただきます。④情報は紙面の都合上、内容の
省略および掲載できない場合があります。⑤原稿の提出期限は掲載を希望する広報発行日の１カ月前とさせていただきます。

４
月
１
日
号
で
「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
募
集
」
の
お
知
ら
せ
を
す
る
た
め
、
２
月
15
日
号
か
ら
５
月
15
日
号
の
掲
示
板

で
は
、
子
ど
も
（
高
校
生
以
下
）
の
み
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
会
員
募
集
記
事
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
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　鮎壺の滝や鎧ヶ淵など町内ジオポイントとその
周辺を巡る「長泉ジオサイトちょこっと学習会」
が２月14日㈯に開催されました。参加者たちは、
地元の歴史に詳しい住民の方やジオガイドによる
解説を聞きながら歩き、「地形の成り立ちや昔の
伝説を知ると、いつもは素通りする場所が面白い
ところに見えてきた」と話してくれました。

　本宿区公民館では、毎週月曜日に未就学児を対
象としたプレイグループ「本宿わんわんクラブ」
が開催されています。区民の方から寄付された絵
本やおもちゃで遊ぶ子どもや、育児について情報
交換をするお母さんの姿が見られます。代表の大
川さんは「子どもや親同士だけでなく、地域の方
の交流の場にしていきたい」と話してくれました。

　町は「災害時における応援協定」を株式会社東
平商会と締結し、２月20日㈮に協定書の調印式を
行いました。この協定は、大規模災害時に食料品
などの生活物資の提供を約束するというものです。
東平商会の山本社長は「今後も、安全・安心なま
ちづくりに協力していきたいです」と話してくれ
ました。

　２月14日㈯に日本赤十字社静岡県支部主催の救
急法競技会が静岡市で開催され、県内から77チー
ムが参加しました。長泉町からは町赤十字奉仕団
が参加し、初優勝を果たしました。メンバーは２
月23日㈪に町長を訪問し「練習の積み重ねが優勝
の結果に結びつきました。連覇を目指して今後も
取り組みたいです」と優勝を報告しました。

の大地と歴史を学ぶ
ジオサイト学習会町

域のふれあいの場
本宿わんわんクラブ地

害時に備え
物資提供の応援協定を締結災

急法の競技大会で
町赤十字奉仕団が初優勝！救
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　２月27日㈮に、シニア野菜ソムリエの遠山由美
さんを講師に招いて食育講演会を開催し、野菜や
果物が健康づくりに欠かせない理由や、野菜の正
しいとり方などをわかりやすく解説しました。参
加者は「理論的で目からウロコの情報ばかりでし
た」、「今までにない野菜・果物に対する意識が生
まれました」と話してくれました。

　２月27日㈮にＪＡなんすんから町教育委員会へ
「寿太郎みかん」が贈呈されました。ＪＡなんすん
では、多くの児童に地元の農産物を知ってもらう
ために毎年贈呈を行っており、長泉町への寄贈は
今年で５回目です。
　贈呈されたみかんは2,900人分の250㎏で、町内
各小学校の給食で振る舞われました。

さたっぷりの寿太郎みかん
を小学校に贈呈甘

　２月24日㈫に桃沢幼稚園で長泉あしたかつライ
スバーガー作りが行われました。園児たちは、あ
したか牛を使ったひき肉と長泉産の白ネギを混ぜ
たタネに衣付けをして長泉あしたかつを作り、自
分たちで育てたお米を炊いたごはんでライスバー
ガーにしました。「お米もカツも、僕たちが作ったん
だよ！」とうれしそうに頬張っていました。

分で作るとおいしいね！
長泉あしたかつ作りを体験自

　２月26日㈭に長泉小学校でジオパーク教室が開
催されました。伊豆半島ジオパーク推進協議会の
専任研究員が講師となり、町の地形の成り立ちを、
噴火の様子などを再現する実験を交えて解説しま
した。参加した６年生の児童たちは、「稲荷神社
に穴ぼこだらけの石が落ちてる理由がわかった！」
と、目を輝かせていました。

の大地の不思議を発見！
ジオパーク教室開催町

いしく食べよう！野菜と果物
食育講演会開催お
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　青年講座「四ッ溝学園」が２月28日㈯に開催さ
れました。参加者は町民体育館で太鼓演奏に挑戦
し、鮎壺太鼓保存会の皆さんの指導のもと、バチ
の持ち方や太鼓を叩く姿勢を学んだ後、演奏に移
りました。初めて太鼓を演奏するという参加者も、
みんな全力で太鼓を叩き、「体中に太鼓の音が響
きました」と話してくれました。

　桜堤を流れる久保田川に、小河川に水車を設置して発
電する小水力発電装置「ニコニコ水力１号」が設置され、
３月16日㈪に運用開始式が行われました。㈳自然エネル
ギー利用推進協議会が設置したもので、売電利益の一部
を地域活性化資金として利用できます。また、災害時には
町がその電気を使うことができるよう、２月27日㈮には
「災害時における電力の供給に関する協定」を締結しまし
た。㈳自然エネルギー利用推進協議会の石井代表理事は
「災害時、一人でも多くの方の助けになれば」と話しました。

▲「災害時における電力の供給に関する協定書」調印式 ▲運用開始に先立ち、２月27日から実証実験を開始

▲発電した電気で炊いたおにぎりを「いただきます！」

　竹原グラウンドの人工芝張り替え工事が完了し、
３月１日㈰にリニューアルオープンしました。当
日は「石井龍二カップ争奪　第30回サッカーフェ
スティバル長泉」が開催され、町内の中学生チーム
が真新しいグラウンドの上で試合を繰り広げました。
　大会会長の稲垣さんは「より使いやすいグラウン
ドになり、ありがたいです」と話してくれました。

太鼓に挑戦！
迫力ある音を響かせて和

害時には地域の電力供給源に
「ニコニコ水力１号」運用開始！災

原グラウンドの人工芝が
新しくなりました竹
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　町内の母親サークル「なごみカフェ」が主催す
る「なごみフェス」が３月９日㈪にニコニコ広場
で開催されました。町内店舗や幼稚園バザー部、
子育て支援団体などが出店し、来場者は飲食や買
い物をしながら交流を深めました。なごみカフェ
メンバーの金井さんは「これからも保護者同士の
交流の場を広げていきたい」と話してくれました。

　社会福祉施設の利用者の健康増進を目的として、
毎年、東静岡ヤクルト販売㈱から町内の社会福祉
施設５施設にヤクルトが寄贈されています。
　今年も３月11日㈬にヤクルトレディの皆さんが
町長室を訪れ、「施設利用者の健康維持に役立て
ていただきたいです」と、ヤクルト計1,785本を
寄贈する目録を贈呈しました。

　３月７日㈯に水と緑の杜公園で「森づくり」を
開催しました。町と「桃沢川から愛鷹山を考える
会」が協力して毎年行っている活動で、町内各小
学校の児童が結成する「緑の少年団」や一般公募
に応募した方が参加しました。参加者は、園路に
木チップを敷きならす作業や記念植樹などを体験
しました。

の大切さを学ぶ
「森づくり」を開催緑

護者同士の交流の場
「なごみフェス」開催保

　春の火災予防運動が３月１日から７日にかけて
行われました。運動の一環として、エンゼル幼稚
園幼年消防クラブの園児たちと町防火協会の会員
が、３月２日㈪にウェルディ長泉で火災予防の街
頭啓発を行いました。幼年消防クラブの園児たち
は、啓発品を手渡しながら「火事に気をつけてく
ださい！」と火災予防を呼びかけました。

事に気をつけて！
火災予防を呼びかけ火

康増進に役立つよう
ヤクルトを寄贈健
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ジオパークジオパーク地域の魅力
再発見
地域の魅力
再発見 だ　よ　り

駿河平から望む伊豆半島
　今号から、「ジオパークだより」のコーナーを開
始します。町内のジオポイントの紹介を中心に、伊
豆半島ジオパークに関連した記事を掲載していきま
す。
　今回紹介するのは、町内のジオポイントのひとつ、
「駿河平」です。伊豆半島の付け根に位置する駿河平
からは、沼津アルプスや達磨山、天城山など、伊豆
半島の主要な火山群や駿河湾が一望でき、美しい眺
めを楽しめるほか、伊豆半島の全体的な地形と大地
の形成の歴史を観察することができます。その眺望
が評価されて、ジオポイントに登録されました。

姉 妹 都 市 通 信 !Hello青木村から長野県長野県

「早寝早起き朝ごはん」運動が受彰
　青木村教育委員会が保育園・小学校・中学校一貫
教育の一つの柱として取り組んでいる「あおきっ子
教育ポイント５か条」が文部科学大臣表彰を受賞し、
３月12日㈭に東京都代々木の国立オリンピック青少
年センターで行われた表彰式で、文科省審議官より
沓掛教育長へ表彰状が授与されました。
　特に、第１条「早寝早起き朝ごはん　歩いて登校、
脳と体にスイッチオン」に基づき、早寝、早起きを
して、朝ご飯をしっかり食べて登校することを促す
活動を推進している点が評価されました。

問い合わせ　青木村役場・総務課　☎0268‐49‐0111

問い合わせ　産業振興課　☎989‐5516
　　　　　　ながいずみ観光交流協会　☎988‐8780

駿河湾大瀬崎香貫山
徳倉山大平山

鷲頭山
沼津アルプス

伊豆半島

Interview

寺田勢至さん
伊豆半島ジオパー
ク認定ジオガイ
ド。駿河平区在住。

　静岡がんセンターのあたりからは、南に伊豆
半島の火山群が見えるだけでなく、北には富士
山、愛鷹山、北東には箱根山が見え、360度の
パノラマが楽しめます。長泉町が火山に囲まれ
た場所に位置していることがよくわかる場所だ
と思います。何十万年も前に、この周りの火山

が噴火していた様
子を想像してみる
と、迫力ある風景
が思い浮かび、お
もしろいのではな
いでしょうか。

←天城山
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協力医が変更される場合がありますので
事前に電話で確認してください。
救急協力医テレホンサービス
☎055－935－0119

沼津夜間救急医療センター
☎ 055－926－8699
沼津市日の出町1－15

三島メディカルセンター
☎ 055－972－0711
三島市南本町4－31

外科・内科・小児科 外科・内科・小児科

　　　　　平　日　20：30～翌朝７：00
土、日、祝・休日　18：00～翌朝７：00

　　　平　日　18：00～22：00
　　　土曜日　14：00～21：00
日、祝・休日　９：00～21：00

月16日〜30日

救急協力医4

耳鼻科
８：00～17：00

19日
㈰

崎川耳鼻咽喉科
（975）9131　清水町伏見

26日
㈰

三島中央病院
（971）4133　三島市緑町

29日
㈷

芹沢耳鼻咽喉科
（993）8000　裾野市茶畑

眼　科
８：00～17：00

19日
㈰

桑名眼科
（987）5575　長泉町下土狩

26日
㈰

山内眼科
（975）8338　三島市中田町

29日
㈷

三島総合病院
（975）3031　三島市谷田

産婦人科
８：00～17：00

19日
㈰

聖隷沼津
（952）1000　沼津市松下

26日
㈰

いながきレディース
（926）1709　沼津市宮前町

29日
㈷

井関マタニティ
（952）4103　沼津市八幡町

歯　科
９：00～15：00

19日
㈰

杉沢歯科医院
（975）4618　清水町柿田

26日
㈰

瀬川歯科医院
（988）8904　長泉町桜堤

29日
㈷

室伏歯科医院
（992）2439　裾野市公文名

平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

外　科
平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

内　科
平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

小児科

16日㈭ 池田病院� （986）1212� 長泉町本宿 大沢医院� （931）1019� 沼津市御幸町 星野医院� （962）0782� 沼津市山王台

17日㈮ 遠藤クリニック�（975）8801� 清水町久米田 大坂屋クリニック�（995）3100� 裾野市佐野 大橋内科・小児科�（992）2800� 裾野市佐野

18日㈯ 池田病院� （986）1212� 長泉町本宿 杉山病院� （963）4114� 沼津市錦町 西村医院� （971）6510� 長泉町下土狩

19日㈰ 東医院� （921）5520� 沼津市高沢町
山本整形外科・循環器科�（989）8111� 長泉町南一色

青沼クリニック�（929）6205� 沼津市大岡
南一色セントラル内科�（980）5777� 長泉町南一色
いずみクリニック�（993）4760　裾野市平松

さくま小児科� （992）6303� 裾野市茶畑

20日㈪ こんどうクリニック�（925）2420� 沼津市岡宮 大庭クリニック�（995）1123� 裾野市佐野 まるやま小児科�（981）8577� 清水町堂庭

21日㈫ 青木整形� （922）0521� 沼津市高島町 清水館医院� （993）2323� 裾野市茶畑 白十字小児科� （933）5111� 沼津市下香貫馬場

22日㈬ おおしろクリニック�（976）0027� 清水町堂庭 杉山（規）医院� （992）0028� 裾野市平松 りゅうじん医院�（988）3133� 長泉町下土狩

23日㈭ 池田病院� （986）1212� 長泉町本宿 鬼頭クリニック�（999）4810� 長泉町本宿 西村医院� （971）6510� 長泉町下土狩

24日㈮ 関外科� （921）2185� 沼津市花園町 べっく・クリニック�（921）1300� 沼津市西沢田 よざ小児科� （967）5722� 沼津市原

25日㈯ 聖隷沼津� （952）1000� 沼津市松下 大橋内科・小児科�（992）2800� 裾野市佐野 坂小児科� （931）3233� 沼津市下香貫前原

26日㈰
五十嵐クリニック�（934）6700� 沼津市志下
駿東整形� （922）8855� 沼津市高沢町
遠藤医院� （997）0533� 裾野市葛山

望月医院� （931）5362� 沼津市下香貫宮脇
花クリニック� （987）9145� 長泉町下土狩
遠藤医院� （997）0533� 裾野市葛山

杉谷小児科� （923）6543� 沼津市筒井町

27日㈪ 田沢医院� （962）1205� 沼津市大手町 小林（今沢）医院�（966）7700� 沼津市今沢 さくま小児科� （992）6303� 裾野市茶畑

28日㈫ 沼津整形� （921）3791� 沼津市共栄町 福士クリニック�（932）3553� 沼津市下香貫藤井原 田中医院� （921）2053� 沼津市高島町

29日㈷ 田中クリニック�（992）1881� 裾野市伊豆島田
こんどうクリニック�（925）2420� 沼津市岡宮

今井医院� （921）3211� 沼津市五月町
こんどうクリニック�（925）2420� 沼津市岡宮
田中クリニック�（992）1881� 裾野市伊豆島田

まるやま小児科�（981）8577� 清水町堂庭

30日㈭ 池田病院� （986）1212� 長泉町本宿 清流クリニック�（941）8688� 清水町堂庭 すずきファミリー�（960）0333� 沼津市一本松

※４月１日㈬の小児科は「古屋小児科」から「まるやま小児科（981）8577　清水町堂庭」に変更になりました。
※４月15日㈬の小児科は「古屋小児科」から「西村医院（971）6510　長泉町下土狩」に変更になりました。



あ つま れ
お ともだ ち１歳６カ月の１歳６カ月の

H25.8月生まれ

3月13日㈮
１歳６カ月児健診で撮影
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